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８
年
目
の
大
博
覧
会

 

村
内
に
響
く　

太
鼓
の
音
色

9
月
14
日
、
緑
の
コ
ロ
シ
ア
ム
に
て
恒
例
と
な
っ
た
朝
日

村
大
博
覧
会
は
第
8
回
を
数
え
る
。

秋
の
収
穫
を
祝
い
、
様
々
な
特
産
品
が
集
ま
り
、
朝
日
鉢

盛
太
鼓
の
演
奏
を
皮
切
り
に
各
音
楽
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
等
で

会
場
が
湧
い
た
。
豊
穣
を
祝
う
催
し
と
し
て
一
年
一
年
続
く

こ
と
を
願
う
一
方
、
継
続
す
る
の
に
は
気
力
・
体
力
⋮
﹁
ず

く
﹂
が
必
要
で
あ
る
。
年
に
一
度
、
村
民
が
鉢
盛
山
の
ふ
も

と
へ
気
持
ち
を
向
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
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９月の定例議会は９月３日（火）に招集され13日までの11日間開催されました。下記の
議案等について慎重審議し全案件を原案通り可決し、９月13日（金）に閉会しました。

◦承　認１件……�専決処分　一般会計補正予算
◦条　例４件……朝日村保育所条例の一部を改正する条例ほか
◦予　算４件……一般会計補正予算、特別会計補正予算（国保・介護）、公営企業会計補正予算（簡易水道）
◦認　定７件……令和５年度一般会計、特別会計、公営企業会計の決算認定
◦報　告２件……�健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率の報告� �

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告
◦意見書４件……女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書
	 ……私立高等学校に対する公費助成をお願いする意見書
	 ……�政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求め

る意見書
	 ……国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書

決算審査意見（一部抜粋）　　〇代表監査委員　中村牧夫　〇監査委員　羽多野美映�
　令和５年度の決算額は歳入が40億3,099万円で前年比6.3％の増加に対しい。歳出は38億6,499万円で前年
比5.6％の増加となり、実質収支は１億6,204万円の黒字となったが実質収支比率は6.3%で前年比1.8%の上
昇となっている。
　実質収支の適正化には、歳出の不用額について年度の途中で状況を確認し、補正予算を編成し、財源を有
効に活用する必要があったと思われる。
　財政の状況については、経常収支比率の改善、財政力指数の上昇及び健全化指標も基準値以下であり、財
政計画を基準とした執行管理が的確に行われた結果だと判断する。引き続き財政の健全化に向け取り組んで
いただきたい。

〈主な議案〉
■�令和６年度朝日村一般会計補正予算　5,680万円追加��
総額40億8,360万円

 歳入 　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 1,387万円
　　　　前年度繰越金 3,197万円　ほか
 歳出 ・�物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金・定額減税

調整給付金 1,208万円
　　　・�小学校周辺地域レジリエンス自立分散型エネルギー設

備導入事業計画策定 990万円
　　　・豪雨災害箇所復旧事業 700万円　ほか

令和５年度決算認定
歳入決算額	 40億3,099万円（前年比6.3％増）

歳出決算額	 38億6,499万円（前年比5.6％増）

９月
定例会
9/3 ～13

令和５年度決算を認定
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８
月
７
日

●�

小
学
校
周
辺
施
設
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
に
つ
い
て

　
村
の
主
要
施
設
を
一
括
受
電
と

し
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
。

電
力
を
相
互
融
通
す
る
こ
と
で
村

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
牽
引
。

９
月
13
日

●
内
部
監
査
報
告

　
職
員
が
互
い
の
事
務
・
事
業
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
内
部
監
査
。
令
和

５
年
度
分
歳
入
事
務
を
監
査
対
象

と
し
て
実
施
。
重
大
な
不
適
正
は

な
か
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

●�

あ
さ
ひ
診
療
所
（
仮
称
）
の
進

捗
に
つ
い
て

　
建
設
予
定

地
、
開
業
医

最
優
先
候
補

者
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ

た
。 全員

協議会

令和５年度村のお金の使い道！（一般会計目的別主な決算概要）
　民 生 費　

７億4,231万円
子育て支援、国民健康保険
老人福祉、障害者支援等

　教 育 費　

６億1,594万円
小中学校の維持管理、公民館・
図書館・資料館・美術館等

　土 木 費　

４億6,160万円
村道舗装修繕、除雪、融雪作業
橋架修繕、河川浚渫工事等

　総 務 費　

４億4,385万円
特別職・職員給与、バス運用等

　公 債 費　

４億3,686万円
地方債（借入金）の元利償還金

　消 防 費　

４億499万円
広域消防負担金、消防団運営、

消防防災施設整備等

　諸支出金　

１億2,809万円
基金積立

　衛 生 費　

１億7,650万円
保健予防検診、ごみ処理、
清掃費環境衛生、
水道負担金等

　労 働 費　

1,100万円
勤労者福祉資金融資制度

委託金等

　議 会 費　

5,074万円
議員報酬、議会運営費

　商 工 費　

１億929万円
商工会補助金、観光協会

農林水産費

２億8,376万円
農業振興、林業振興、
土地改良、有害鳥獣対策、

農業委員会等

よりよい議会運営のため　議会に御意見をお寄せください
議会モニターを募集しています

よりよい議会運営のために
お力添えをお願いします。

何をするの？　議会だよりを読んでの感想、定例会等を傍
聴いただいての感想をお寄せいただきます。

どうやって意見を寄せるの？　年に２回会議を開催してい
ます。お気軽に御参加ください。モニターと議員でざっくば
らんに話をしています。
　また、会議に出席しなくてもメールや FAXでお寄せいた
だいても結構です。

お申し込みはこちらから➡
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　7月20日土曜日18時から住民懇談会を「議員と語ろう会」に改称し村民の皆さんとの懇談会を開催。８名の方々
にご参加いただき２テーブルの車座方式で有意義な懇談会が開催できました。
　９月19日木曜日19時から今年第２回のモニター会議を開催、７名のモニターの内１人の参加となりましたが、
議会定例会と議会だよりへのアドバイスをいただき、相互のコミュニケーションを深めました。
　両会でご指導いただきました内容につきましては今後の議会活動にしっかりと反映させていただきます。
� （議会運営委員長　清沢�正毅）

委員会報告　議会運営委員会報告「住民懇談会・モニター会議」

　同委員会にて陳情１件「女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める陳情」について審議し全会一致
で「採択すべきもの」とした。
　1979年に「女性差別撤廃条約」が国連総会で採択され日本も批准したが、1999年の「女性差別撤廃条約選択議
定書」には批准していない。
　この選択議定書に批准することで、差別を受けた本人が国連の女性差別撤廃委員会への通報と同委員会の調査
が認められ、国際的な人権基準で女性の人権侵害の救済や性別による不平等をなくす効果が期待される。
　9月13日の本会議にて採択され、関係機関へ意見書を提出した。� （総務産業委員長　齊藤�正法）

総務産業委員会

　委員会は９月６日（金）に開催されました。村民からの陳情もあり関心が高かったためか、傍聴席には多くの
方に座っていただく中での開催となりました。今議会で当委員会に付託された陳情は全部で５件でした。
　そのうち以下の３件につきましては説明員の発言や、陳情の主旨が理解できるとし採択とし、13日開催の本会
議で審査の経過を報告し全会一致で議決を頂き、関係する大臣及び関係機関に意見書を送付しました。
　〇陳情第７号　�私立学校に対する公費助成をお願いする陳情書　
　〇陳情第８号　�政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める

陳情書
　〇陳情第９号　�国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情
　残りの２件　陳情　第５号　小水力発電に関する陳情書と、第10号　鎖川小水力発電計画に関する陳情書につ
きましては、陳情者の説明を受けた後、審査した結果、今委員会では結論を出さず「継続審査」をしていくこと
としました。� （社会文教委員長　中村�文映）

社会文教委員会報告　「陳情審査」

　「議員と語ろう会」と改称し村民の皆さんとの懇談会が７月20日
開催された。
　参加者からは
・�小水力発電所建設に関わる環境と暮らしへの不安や疑問点
・食肉処理施設について
・�役場の住民対応への要望（障害者が暮らしやすい村、親しみやす
い役場に）
・�村の補助金について（水路、多面的事業以外にも補助金を）
・�今年度改選になる選挙管理委員の選出について
など、多岐にわたりご意見をいただいた。
　懇談会終了後には、有意義な時間になり今後も定期的に開催し継続を望むという感想をいただき、私達議員は
村民みなさんの声に真摯に耳を傾けながら活動していきたいと感じた。� （古池�美佐江）

住民との懇談会

８名が出席
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村政に問う！！一般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。 こちらから
動画でご覧
いただけま
す。

▲ここが聞きたい　９議員17項目
古池 美佐江　議員（5頁）
１　 個人情報の取り扱いについて
２　 小水力発電所建設について

小林 弘之　議員（6頁）
１　 朝日村旧おひさま保育園跡地の今後の利用計画について

清沢 正毅　議員（6頁）
１　 村道安全環境整備について（第二段）
２　 ゲリラ豪雨等による畑浸水・農作物被害への支援

清沢 敬子　議員（7頁）
１　 小水力発電事業について
２　 「ご意見箱」について

齊藤 正法　議員（7頁）
１　 広報誌「館報あさひ」の公平性・正確性の確保につ
いて

２　 水道管の老朽化対応と耐震補強について

中村 文映　議員（8頁）
１　原新田工業団地の今後について
２　 鎖川小水力発電所建設について

羽多野 美映　議員（8頁）
１　朝日美術館への空調設置の検討について
２　 子育て支援センターわくわく館の利用増に伴う体制
強化について

３　 保育園における運動習慣形成と体力向上のための取
り組みについて

豊田 惠美子　議員（9頁）
１　 鎖川小水力発電事業に関する環境調査と計画案検討
について

２　 村の防災計画と被災時における住民との協働について

清澤 あゆみ　議員（9頁）
１　 集落支援員の成果と今後の外部人材の活用のしかた
について

問　
緊
急
時
に
備
え
、
同
意
を
得
て
い
る

方
々
の
家
の
間
取
り
図
と
寝
室
等
を
描
き

込
む
調
査
を
地
区
長
に
依
頼
す
る
こ
と

は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
反
す
る
と
考
え

る
。
介
護
等
の
申
請
時
に
記
入
し
て
も
ら

う
方
法
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
個
別
支
援
計
画
の
作
成
に
は
地
域
の

方
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
緊
急
時
に

地
域
で
救
援
で
き
る
よ
う
に
把
握
し
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の
調
査
方
法

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

小
水
力
発
電
所
建
設
に
つ
い
て

問　
小
水
力
発
電
所
建
設
に
着
手
す
る
の

か
。

答　
小
水
力
発
電
は
地
球
温
暖
化
を
食
い

止
め
る
に
は
必
要
で
あ
る
が
、
村
民
の
理

解
が
十
分
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ

村
は
決
定
し
て
い
な
い
。

問　
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
く
と
言
う
丁

寧
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答　
こ
の
事
業
は
企
業
が
す
る
こ
と
な
の

で
、
企
業
に
住
民
説
明
会
を
十
分
に
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。
そ
れ
で
も
理
解

が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
企
業
は
撤
退
す
る
で

あ
ろ
う
。

問　
御
馬
越
地
区
で
の
合
意
の
取
り
方
に

つ
い
て
同
調
圧
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
疑
問
が
あ
る
が
如
何
か
。

答　
そ
れ
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
。
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

答
　�

避
難
行
動
支
援
者
名
簿
の
作
成
は
村
。
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
。

古池 美佐江 議員
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旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園

跡
地
計
画
は
？

問　
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
跡
地
利
用
は

約
２
年
が
経
と
う
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
計
画
案
も
出
て
き
て
い
な
い
が
村
は
約

２
年
間
の
間
に
何
か
検
討
さ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

副
村
長　
宅
地
分
譲
が
も
っ
と
も
有
効
な

土
地
利
用
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
現
在
分
譲
地
と
し
て
の
売
却
の
検
討

を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
な
ぜ
そ
の
計
画
検
討
を
し
て
い
る
内

容
を
こ
れ
ま
で
に
出
て
こ
な
か
っ
た
理
由 

副
村
長　
今
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
こ
と

に
関
し
て
な
か
な
か
発
表
す
る
機
会
が
無

か
っ
た
と
申
し
ま
す
か
私
ど
も
が
作
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。

問　
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
跡
地
は
唯
一
の

村
有
地
で
あ
り
土
地
購
入
し
な
く
て
よ
い

こ
と
か
ら
、
遊
ば
せ
て
お
く
手
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
村
は
ど
う
考
え
今
後
ど

う
推
進
し
て
い
き
ま
す
か
？

村
長　
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
質
問
を

し
て
く
れ
た
。
村
の
た
め
に
な
る
の
な
ら

一
番
う
ま
く
活
用
で
き
る
住
宅
地
と
い
う

こ
と
で
行
き
た
い
と
、
今
思
っ
て
い
る
。

副
村
長　
今
期
中
の
な
か
で
ラ
フ
ス
ケ
ッ

チ
が
で
き
来
季
は
基
本
設
計
に
入
る
。

　
今
後
、
行
政
も
関
係
部
署
で
集
っ
て
早

期
課
題
解
決
に
向
け
て
総
合
力
を
発
揮
し

取
り
組
む
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

問　
温
暖
化
の
影
響
で
発
生
す
る
線
状
降

水
帯
の
影
響
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
ま
た
は
局
地

的
な
降
ひ
ょ
う
に
よ
り
、
大
量
の
雨
水
が

畑
に
浸
水
し
肥
え
た
土
の
流
失
や
作
物
被

害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
多
く
の
耕

作
者
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た

自
然
災
害
に
村
と
し
て
相
談
窓
口
を
設
け

災
害
見
舞
金
あ
る
い
は
災
害
対
策
支
援
金

な
る
も
の
を
新
設
し
、
少
し
で
も
農
業
経

営
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
や
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
窓
口
機
能
は
設
け
て
い

き
た
い
。
現
状
県
の
災
害
緊
急
対
策
事
業

補
助
金
制
度
を
活
用
で
き
る
が
令
和
7
年

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
今
後
Ｊ
Ａ
関
係
者

の
意
見
も
聞
き
検
討
し
た
い
。

村
長　
果
樹
農
家
へ
の
保
証
制
度
は
比
較

的
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
野
菜
農
家
へ

の
対
応
は
遅
れ
て
い
る
。
非
常
に
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
課
題
と
し

て
受
け
止
め
、
今
後
Ｊ
Ａ
等
と
相
談
し
て

い
く

問　
針
尾
み
た
け
坂
の
道
路
の
亀
裂
が
激

し
く
崩
壊
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

早
急
な
対
応
が
必
要
。
針
尾
西
沢
か
ら
川

天
白
へ
の
村
道
が
障
害
木
で
通
行
に
支

障
、
対
策
を
！

建
設
環
境
課
長　
み
た
け
坂
は
専
門
技
術

者
の
意
見
を
求
め
て
早
急
に
対
策
を
検
討

す
る
。

村
長　
西
沢
か
ら
川
天
白
の
支
障
木
は
鳥

獣
防
護
柵
の
維
持
管
理
上
必
要
な
措
置
と

し
て
対
応
を
考
え
る
。

小林 弘之 議員

豪
雨
に
よ
る
畑
浸
水
・

作
物
被
害
へ
の
支
援
を

答
　�

課
題
と
し
て
捉
え
関
係
筋
と
相
談
す
る

答
　�

宅
地
分
譲
が
も
っ
と
も
有
効
な
土
地
利
用

清沢 正毅 議員

旧おひさま保育園跡地
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答
　�

館
報
編
集
委
員
が
常
識
的
な
範
囲
内
で
校
正
し
て
い
る
。

小
水
力
発
電
、

全
村
民
へ
丁
寧
な
説
明
を

答
　�

村
全
体
へ
の
説
明
会
、
丁
寧
な
説
明
を
、

会
社
側
に
繰
返
し
求
め
る

問　
７
月
７
日
の
住
民
説
明
会
で
の
多
く

の
質
問
に
対
し
て
、
今
後
の
説
明
会
の
予

定
は
？　

村
長　
ま
ず
は
現
地
説
明
会
。
今
は
住
民

か
ら
の
意
見
を
元
に
設
計
を
詰
め
て
い
る

段
階
で
あ
り
、決
ま
っ
た
ら
説
明
会
を
し
、

本
当
に
こ
の
事
業
を
や
っ
て
よ
い
の
か
皆

で
検
討
し
た
い
。

問　
針
尾
水
路
は
、
か
ね
て
よ
り
鎖
川
か

ら
の
取
水
に
不
安
を
か
か
え
て
い
る
。
発

電
事
業
計
画
で
は
、
堰
堤
か
ら
取
水
し
た

水
が
1
・
2
㎞
の
水
圧
管
を
通
り
、
水
路

の
取
り
入
れ
口
の
対
岸
30
m
上
流
へ
放

水
さ
れ
る
が
、
水
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と

に
よ
り
悪
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

村
長　
取
り
入
れ
口
に
影
響
が
な
い
対
策

を
追
加
依
頼
し
て
い
る
。
企
業
か
ら
聞
い

て
い
る
方
策
と
し
て
、
河
床
が
さ
ら
わ
れ

な
い
よ
う
に
せ
ん
く
つ
ブ
ロ
ッ
ク
を
入
れ

誘
導
す
る
設
計
と
、
発
電
後
の
水
を
放
水

す
る
ポ
イ
ン
ト
が
現
地
点
で
よ
い
の
か
、

流
量
の
あ
る
時
な
い
時
含
め
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

村
民
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
の「
ご

意
見
箱
」設
置
か
ら
１
年
の
経
過
は
？

企
画
財
政
課
長　

令
和
５
年
７
月
に
ス

タ
ー
ト
し
、
村
民
交
流
ホ
ー
ル
に
設
置
し

て
い
る
。
今
ま
で
に
計
10
件
の
投
書
が

あ
っ
た
。
回
答
を
希
望
さ
れ
た
５
件
は
担

当
課
よ
り
文
書
に
て
回
答
。

　
投
函
箱
・
設
置
場
所
な
ど
分
か
り
に
く

い
部
分
は
検
討
し
て
い
く
。

問　
校
正
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る
か
？

教
育
長　
特
に
設
け
て
い
な
い
。
社
会
通

念
上
の
様
式
の
範
囲
内
で
校
正
・
検
討
が

さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
一
層
の

公
平
性
・
信
頼
性
を
基
本
に
検
討
が
な
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
表
現
・
言
論
の

自
由
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
編

集
の
信
頼
性
の
制
度
を
高
め
な
が
ら
、
村

民
に
親
し
ま
れ
る
館
報
作
り
を
目
指
す
。

問　
水
道
管
路
の
老
朽
化
の
現
状
把
握
と

更
新
計
画
は
？

建
設
環
境
課
長　
朝
日
村
の
水
道
管
路
は

総
延
長
で
約
57
㎞
。
敷
設
後
40
年
～
60
年

内
の
経
年
管
路
は
1
・
7
㎞
、
60
年
以
上

の
老
朽
管
路
は
9
㎞
。
令
和
9
年
度
か
ら

導
水
管
、
公
共
施
設
周
辺
の
本
管
の
耐
震

工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
老
朽
管
路
の
更

新
計
画
は
な
い
。
現
在
行
っ
て
い
る
水
源

開
発
の
結
果
を
踏
ま
え
、
施
設
や
管
路
の

優
先
度
を
判
断
し
て
更
新
・
耐
震
化
へ
対

応
す
る
。

問　
重
要
施
設
の
耐
震
補
強
の
状
況
は
？

建
設
環
境
課
長　
上
下
水
道
の
重
要
施
設

は
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
が
、
避
難
所
周

辺
の
管
路
の
耐
震
補
強
は
で
き
て
い
な
い
。

問　
水
道
事
業
経
営
へ
の
取
組
み
は
？

建
設
環
境
課
長　
水
道
事
業
は
25
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
水
道
事
業
の
基
盤
強

化
、
維
持
可
能
な
経
営
体
制
を
確
保
す
る

た
め
、
広
域
化
を
近
隣
市
村
と
検
討
し
て

い
る
。

清沢 敬子 議員

「
館
報
あ
さ
ひ
」の
校
正
は
？

針尾水路頭首口

齊藤 正法 議員
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村
は
食
肉
施
設
を

受
け
入
れ
る
の
か

答
　�

適
地
と
な
っ
た
場
合
は
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

問　
食
肉
処
理
施
設
の
移
転
新
築
先
と
し

て
原
新
田
工
業
団
地
が
候
補
地
に
あ
が
っ

て
い
る
が
村
は
誘
致
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
松
本
市
の
焼
却
場
問
題

の
早
期
課
題
解
決
、
優
良
企
業
誘
致
の
両

面
で
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

問　
土
地
全
体
を
村
が
工
業
団
地
と
し
て

開
発
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　
進
出
企
業
と
協
議
、
引

き
続
き
工
場
団
地
化
を
進
め
る
。

村
長　
残
さ
れ
た
土
地
利
用
は
県
に
今
後

設
置
予
定
の
協
議
会
等
で
検
討
し
、
組
織

だ
っ
て
地
元
要
求
と
し
て
示
し
た
い
。

村
も
小
水
力
発
電
所
の
調
査
を
し
て

欲
し
い

問　
河
川
や
漁
業
、
環
境
な
ど
の
専
門
家

の
意
見
を
聴
い
た
か
。

村
長　
小
さ
な
発
電
所
計
画
で
あ
り
、
企

業
が
調
査
を
し
て
い
る
の
で
村
と
し
て

行
っ
て
い
な
い
。

問　
村
が
説
明
す
る
河
川
維
持
水
量
の
数

字
の
根
拠
は
何
か
。

村
長　

企
業
が
1
年
間
調
査
し
た
結
果

と
、
私
が
1
年
間
観
測
し
た
感
覚
的
な
も

の
も
あ
る
。

建
設
環
境
課
長　
数
値
は
日
本
水
力
が
出

し
て
き
た
資
料
で
判
断
し
て
い
る
。

問　
村
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は

中
止
を
求
め
る
か
。

村
長　
情
報
不
足
か
ら
反
対
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
説
明
会
を
必
要
な
回
数
だ

け
お
こ
な
い
妥
協
点
を
探
っ
て
い
く
。

問　
県
に
河
川
環
境
や
住
民
生
活
に
支
障
は

無
い
と
の
確
約
を
取
る
つ
も
り
は
無
い
か
。

村
長　
県
が
最
終
的
な
判
断
を
す
る
と
き

十
分
検
討
す
る
と
思
う
の
で
一
筆
取
る
つ

も
り
は
無
い
。

中村 文映 議員

問　
館
内
の
空
調
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
か

教
育
長　
維
持
管
理
目
的
で
収
蔵
庫
と
展

示
ケ
ー
ス
の
み
24
時
間
フ
ル
稼
働
。

問　
展
示
室
に
は
空
調
が
な
く
、
夏
季
の

気
温
上
昇
は
長
時
間
の
鑑
賞
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
空
調
の
設
置
を
検
討
で
き
な

い
か
。

が
整
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　
登
録
者
１
５
２
名
、
平
日
利
用

₈0
～
₉0
名
で
職
員
の
定
数
は
児
童
40
名
に

対
し
2
名
の
配
置
。
現
在
館
長
含
め
6
名

の
職
員
体
制
。
ギ
リ
ギ
リ
定
数
範
囲
内
で

の
運
営
。
代
替
え
の
支
援
員
が
い
る
の
が

理
想
だ
が
夕
方
2
～
3
時
間
の
た
め
、
手

を
あ
げ
て
い
た
だ
け
な
い
。

問　
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
安
全
な
環
境

で
活
動
す
る
た
め
に
、
支
援
体
制
は
強
化

す
べ
き
で
は
？

教
育
長　
当
村
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
だ
れ
で

も
利
用
で
き
通
常
利
用
時
間
内
は
無
料
で

あ
る
。
子
育
て

家
庭
の
大
き
な

担
い
手
と
な
る

た
め
に
も
安
定

し
た
運
営
が
必

要
。
支
援
員
の

確
保
は
必
須
と

考
え
る
。

羽多野 美映 議員

美
術
館
に
空
調
設
置
の

検
討
を
！

答
　�

最
適
な
鑑
賞
環
境
を
提
供
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
検
討
す
る
。

視察した京都食肉市場外観

教
育
長　
村
と
し

て
美
術
館
を
ど
う

す
る
か
大
き
な
命

題
。文
化
的
価
値
、

良
さ
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
を
前
提

に
環
境
整
備
が
必

須
だ
と
考
え
る
。
設
置
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
含
め
費
用
面
で
大
き
な
検
討
が
必

要
と
な
る
。
真
剣
に
検
討
を
す
る
。

わ
く
わ
く
館
利
用
者
増
。体
制
強
化
、

ど
う
す
る
か
？

問　
職
員
の
目
が
行
き
届
く
範
囲
で
体
制
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集
落
支
援
員
の
成
果
と

外
部
人
材
の
活
用

答
　
村
民
に
説
明
を
行
い
、
合
意
が
得
ら
れ
な
い
時
は
許
可
し
な
い

問　
日
本
水
力
（
株
）
案
に
あ
る
減
水
区

間
の
鎖
川
の
流
量
は
適
切
か
。

村
長　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
３
倍
の
水

量
で
環
境
へ
の
マ
イ
ナ
ス
は
最
少
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
日
本
水
力
（
株
）
に
よ

る
現
地
説
明
会
で
、
流
量
設
定
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

問　
村
長
は
減
水
区
間
の
流
量
設
定
に
つ

い
て
、
渇
水
期
に
目
視
し
実
測
も
し
て
大

丈
夫
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
説
明
す

る
が
、
目
視
の
流
量
は
日
本
水
力
（
株
）

案
の
維
持
流
量
の
２
倍
の
流
量
で
あ
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長　
日
本
水
力（
株
）の
維
持
流
量
は
、

昨
年
目
視
し
た
渇
水
期
の
鎖
川
の
流
量
よ

り
少
な
い
流
量
で
あ
る
。

問　
専
門
家
の
意
見
、
漁
協
の
意
見
を
含

め
、
村
民
と
と
も
に
公
開
で
話
し
合
う
場

を
村
主
催
で
継
続
し
て
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

村
長　
日
本
水
力
（
株
）
に
、
説
明
の
場

を
持
つ
よ
う
指
導
し
、
助
言
し
て
い
く
。

問　
朝
日
村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
設
置
事
業
と
環
境
等
と
の

調
和
に
関
す
る
条
例
は
、
河
川
の
場
合
、

小
水
力
発
電
設
置
に
も
あ
て
は
ま
る
か
。

村
長　
む
り
や
り
当
て
は
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
く
当
て
は
ま
っ
て
い
る
。

豊田 惠美子 議員

水
利
権
許
可
は
、

村
民
の
合
意
で

問　
今
ま
で
の
集
落
支
援
員
の
成
果
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
？

企
画
財
政
課
長　
お
助
け
台
帳
の
整
備
、

防
災
組
織
へ
の
加
入
推
進
、
集
落
点
検
に

お
け
る
課
題
徴
収
、
団
体
・
サ
ー
ク
ル
紹

介
冊
子
作
成
、
交
流
会
の
実
施
等
、
地
域

課
題
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
尽
力
い
た
だ

い
た
。

問　
今
年
度
よ
り
一
人
体
制
と
な
っ
た
集

落
支
援
員
へ
の
村
の
対
応
の
し
か
た
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
？

村
長　
協
働
に
結
び
つ
い
て
活
動
し
て
い

け
る
よ
う
な
い
い
テ
ー
マ
を
模
索
中
で

あ
っ
た
た
め
、
提
示
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は

い
か
な
か
っ
た
。

問　
現
在
不
在
と
な
っ
た
集
落
支
援
員
の

採
用
予
定
は
？

企
画
財
政
課
長　
す
ぐ
に
新
た
に
採
用
す

る
予
定
は
な
い
。
し
か
し
明
確
な
課
題
が

あ
り
そ
の
課
題
が
地
域
や
団
体
間
で
共
有

さ
れ
、
解
決
に
向
け
た
活
動
に
サ
ポ
ー
ト

を
必
要
と
す
る
場
合
は
積
極
的
に
採
用
し

て
い
く
。

問　
今
後
人
材
を
登
用
す
る
際
、
事
務
的

で
機
械
的
な
か
か
わ
り
で
な
く
人
間
的
な

か
か
わ
り
を
も
っ
て
迎
え
入
れ
て
ほ
し

い
。
縁
あ
っ
て
朝
日
村
に
来
て
く
れ
た
人

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
い
か
が

か
。

村
長　
役
場
だ
け
に
限
ら
ず
縁
あ
っ
て
朝

日
村
に
来
て
く
れ
た
人
が
朝
日
村
に
来
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
。　

清澤 あゆみ 議員

答
　�

明
確
な
課
題
を
確
認
し
集
落
支
援
員
の
活
用
を
考
え
て
い
く

0.3m3/S は渇水時流量の約半分
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議員
活動報告

地
域
を
目
で
見
て
聞
い
て
参
加
し
て

　
議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の

諸
会
議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
な
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

９/26  全国朝日会の一つである三重県朝日町視察 
９月26日に三重県朝日町へ行政視察に

行った。朝日町は三重県の北東部に位置し
県内で一番面積が小さい自治体。その面積
は中部国際空港がある空港島とほぼ同じ。
丘陵地の間を通り隣接する２市を繋ぐ道路
ができたのを機に737区画が分譲され、人
口はH17年度7,366人から R６年度は11,065
人となっており、高齢化率18.3％、年少人
口割合15.9％で県内で一番年少人口の割合
が高い町となっている。住宅の固定資産税
３年間０円、中学生までの医療費無償化の施策により多くの子育て世代が移住した。
視察した幼保一体化施設では０～５歳児まで407人の保育を75人の保育士等で行って
いるとのことだった。
　翌27日は川越火力発電所を視察。総出力約480万 kw、世界最大級の火力発電所。

発電に使用する燃料は環境にやさしい
LNG（液化天然ガス）。天然ガスで蒸
気を作りタービンを回転させて発電し
天候に左右されることなく電気を作っ
ている。安全、安価で安定したエネル
ギーを各地に供給していることを学ん
だ。
� （清澤 あゆみ）

人口増対策について

議員とも懇談

９/13  大尾沢浄水場・原新田工業団地を視察
９月定例会最終日、行政視察を行った。
大尾沢浄水場では浄水棟が新設され、８月
より膜ろ過装置で浄水した水を送り出して
いるとのこと。今までは、砂利→砂→微生
物でろ過し、処理水量が限られていたが、
膜ろ過装置を導入したことで、ウイルスを
もせきとめ不純物がない水（カルシウム・
マグネシウムなどのイオンはとらない。）
になり、処理水量も1.6倍になったとの説
明を受けた。これからも、安心・安全な美
味しい水が各ご家庭に届くよう願う。
長野県食肉公社が運営する食肉処理施設

（島内）の移転先最有力候補地となっている原新田工業団地で、建設場所予定地を確認。
南から北へ抜ける工業団地中央の道路から今井よりの土地。ボーリング調査をし、水
量・水質を確認中。� （清沢 敬子）

膜ろ過装置
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議会活動日誌
７月

1 月 松本広域連合議会運営委員会
3 水 高齢者ふれあいの集い

松塩地区広域施設議会運営委員会
4 木 議会運営委員会・縄文村公園等作業

交通安全推進協議会定期総会・交通安
全住民大会

5 金 高山村議会視察受入
野俣沢林道愛護会

8 月 全員協議会・第３回臨時会
松本広域連合臨時会　 3P

11 木 松糸建設期成同盟会
12 金 議員研修会・議会力向上委員会
17 水 松塩地区広域施設組合臨時会
18 木 総合企画審議会
19 金 中学校組合議会
20 土 住民との懇談会　 4P
21 日 鎖川河川愛護会清掃
25 木 松糸議員連盟長野県連絡会議会計監査・

農業振興地域整備促進協議会
26 金 松糸長野県側ルート建設促進協議会

８月
2 金 県議長会役員会
3 土 お夏まつり
7 水 全員協議会　 3P

議会運営委員会・私学助成陳情� 4P
9 金 環境保全協議会

東筑摩郡議長会臨時総会
21 水 東筑摩郡議員大会　 11P
25 日 社会福祉大会・

あさひボルシチお披露目会及び「鉢盛山」
銀嶺ヤマメプロジェクト報告会

26 月 公共交通協議会
27 火 議会運営委員会
28 水 富山県朝日町議会視察受入
29 木 森林・林業・林産業活性化促進議員連

盟長野県連絡会議　 11P
松塩地区施設組合視察

30 金 松塩地区施設組合視察

９月
3 火 ９月定例会開会

本会議・全員協議会　 P2～P3
6 金 常任委員会　
10 火 本会議・一般質問　　 P5～P9
12 木 診療所開業医選考基準策定委員会及び

診療所建設委員会
13 金 本会議閉会・行政視察　 10P
14 土 朝日村大博覧会
19 木 議会モニター会議
20 金 朝日村戦没者慰霊祭
24 火 県議長会全体研修会・部会

小水力発電事業に係り河川流量の見学会
26 木 議会視察研修　 10P27 金

８/21  東筑摩郡村議会議員大会
筑北村役場多目的ホールにて開催された。東筑５村か

ら49名の村議会議員が出席し、国・県への要望事項の提
案説明を行った。朝日村議会からは「県道新田松本バイ
パスの古見区間の早期完成について」を提案し、朝日村
役場北交差点から古見区間の早期完成を要望した。５村
議会からの要望は全て承認され、執行部である東筑摩郡
村議会議長会が国・県へ要望活動をしていく。
当日は、県松本振興局長をはじめ国会議員・県会議員

および松本建設事務所長・東筑５村の村長を迎え盛大に
開催された。
議事後「天災地異への防災・危機管理　災害時の議員

活動について」と題し、株式会社BCPJAPAN代表取
締役　山口泰信氏より講演をいただいた。�（齊藤 正法）

８/29  �森林・林業・林産業活性化促
　　� 進議員連盟・長野県連絡会議

　第29回総会・研修会

８月29日上田市交流文化センターで開かれ７名が出席
した。この会議は、森林・林業等の活性化に資するため
当議会も参加しているものである。「県産材の建築物へ
の利用について」の話に耳を傾けた。国は木材利用を進
め、自給率は現在約40％。地域材を使う際の、山から木
材が出せない、経費がかかる等の問題解決策・コスト削
減策は整理されており、後はやるだけ。カナダ・ノル
ウェーは18階、オーストリアは24階の高層木造がある。
日本においても３階建て以下の建物は木造の方が安い。
木質バイオマス等のエネルギー利用よりは建築利用の方
が伸びる等、地域材利用の可能性について学びを深めた。
� （豊田 惠美子）

筑北村で開催



朝日村議会へご意見をお寄せください

Asahimura Gikai-dayori 2024

編
集
後
記

某
県
の
首
長
が
﹁
道
義
的
責

任
が
何
か
分
か
り
ま
せ
ん
﹂
と

発
言
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
職

に
あ
る
者
と
し
て
の
資
質
に
欠

け
、
言
語
道
断
呆
れ
て
も
の
も

言
え
ま
せ
ん
。

小
さ
な
村
の
地
方
議
員
で
あ

る
私
た
ち
で
さ
え
道
義
的
責
任

は
し
っ
か
り
と
自
覚
し
、
常
に

意
識
し
て
日
々
の
活
動
に
取
組

ん
で
お
り
ま
す
⋮
が
、
こ
の
機

会
に
再
度
原
点
に
立
ち
返
り
我

が
身
を
振
り
返
る
中
で
、
朝
日

村
議
会
議
員
行
動
規
範
に
も
と

づ
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
襟
を
正
し
て
議

会
活
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

︵
清
沢�

正
毅
︶

議
会
だ
よ
り
53
号
に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

表
紙
︻
誤
︼
不
学
息
︻
正
︼
学
不
息

　
委
　
　
員

　
副
委
員
長

　
委
員
長

編
集
委
員

　
議
　
　
長

発
行
責
任
者

清
沢
　
正
毅

清
澤
あ
ゆ
み

中
村
　
文
映

羽
多
野
美
映

小
林
　
弘
之

北
村
　
直
樹

▲こちらから
　朝日村議会の
　ホームページを
　御覧いただけます

　
小
野
沢
区
長
の
拝
命
を
受
け
、
ま
ず
は
区
民
の
声
に
耳
を
傾
け

既
に
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
こ
小
野
沢
区
は
新
田
上
・
新
田
下
、
本
郷
の
三
つ
の
地
区
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
区
全
体
戸
数
で
は
約
１
７
０
戸
、
人
数
で
は
約
５
０
０
人
（
戸

当
た
り
人
数
で
は
約
３
名
）
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
時
代
の
今
、
安
心
、
安
全
な
村
と
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す

が
こ
れ
か
ら
の
朝
日
村
の
未
来
に
つ
い
て
も
重
要
な
課
題
の
一
つ

と
考
え
ま
す
。

　
区
事
業
の
他
に
公
民
館
事
業
、
地
区
事
業
等
で
は
役
員
、
運
営

委
員
の
皆
様
と
地
域
活
動
推
進
の
為
に
日
頃
よ
り
ご
協
力
を
頂

き
、
本
当
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　
こ
こ
数
年
は
地
球
環
境
の
変
化
で
高
温
、
豪
雨
災
害
も
数
多
く

な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
は
中
々
、
対
処
が
難
し
い
反
面
、
各
種
情
報
の
迅

速
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
継
続
的
な
安
心
、
安
全
な
環
境
、
地
域
づ
く
り

２
．
区
課
題
に
迅
速
な
対
応
を
行
い
住
み
や
す
い
地
域
を
目
指
す

３
．
地
区
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

　
以
上
、
３
点
を
根
幹
に
置
き
、
地
域
の
皆
様
、
各
役
員
の
方
々

の
甚
大
な
ご
協
力
を
介
し
問
題
点
を
共
有
、
早
期
解
決
に
向
け
た

行
動
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

来
年
4
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の﹁
ひ
ば
り
家
﹂

オ
ー
ナ
ー
の
青
柳
勇
樹
・
由
香
さ
ん
夫
妻
。

開
設
準
備
と
し
て﹁
日
の
出
朝
市
﹂を
企
画
、

運
営
し
て
き
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
二
人
が

手
掛
け
る
花
卉
（
か
き
）
や
農
産
物
を
販
売

す
る
だ
け
で
な
く
、﹁
朝
日
村
の
良
い
モ
ノ
、

良
い
コ
ト
﹂
を
発
信
す
る
場
所
づ
く
り
。
朝

市
で
は
多
く
の
発
見
が
あ
っ
た
。
農
産
物
、

加
工
品
、
雑
貨
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
﹁
朝
日

の
い
い
も
の
た
ち
﹂
が
集
ま
っ
た
。
開
業
後

も
続
け
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
個
人
で
の
維

持
に
は
限
界
が
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

的
な
機
能
を
備
え
た
﹁
ひ
ば
り
家
﹂
で
提
供

す
る
花
は
１
０
０
種
以
上
だ
が
、
季
節
に
偏

り
が
あ
り
、
工
夫
が
必
要
と
の
こ
と
。
き
っ

と
村
の
一
角
に
彩
を
添
え
て
く
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。 

（
羽
多
野　
美
映
）

＊ 

今
年
最
後
の
朝
市
は
11
月
３
日
縄
文
村
に
て
朝
日
村

文
化
祭
と
同
時
開
催

第22弾「ひばり家」
～朝日村の‘いいトコ’がギュっと詰まった店に～

我がむら
再発見！

村内の施設やイベントに議員が訪問して
 その取組や要望を聞く地域密着のコーナー

小野沢区長

上條洋一さん

問題点の解決と
早期行動

青柳さん夫婦

多彩な花卉


